
























































権カエリー ト論, BOttomore(4)のエリー ト分析,Turner(46)の保護的,競争的エリー ト育成論, 麻


























































































作用が,浸透し, 結果として産出されるもの (たとえば, 能力等のような)に重大な関心をよせ
る。










































適応条件づくりにも, 日標策定 (社会変動の統制)にも関与しているとは考えられないので, 通
応, 目標達成以外の機能を主機能とするものと考えねばなるまい。従来,教育という作用が,社会





























































































































































































91 BOwman(5)にくわしいが,なお,UNESCO C4つ,菊池 徳つ の紹介がある。わが国における経
済審議会の答申(6D,清水 C72,73Jの論文等は,この考え方に基づいているとみてよい。
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ては, この手段提供の主機能は (学校)教育である (もちろん,短期の均衡回復の手段として,公





















の期待は, 人間の生存条件の平等化への推進につながろうし, 従って, MaCRae(25)のより高い社会的
地位 (生存条件の高度安定化の象徴)への願望となって結果しよう。Terrien 94)の調査が示すように,
「教育なしでは,これからの人生はやって行けない」という考え方が,強まってくるのである。






























捌 たとえば,成田 (78J,GIass(16)が述べるように,経済構造の変化と, それにともなう職種構成, そ
の職種への最低条件の明細化が,教育機会への利用レベルの接近,密着化を促進してきたのである。
981 ParsOns tt C51,55)の考え方に従う。
④ 清水 (71),持田 Gl)による。















































































































かなり不安定である。収入 (量)をきめるL IF)の価値様式 (資本)は,ほぼ港在化されたもので,
この点では安定的である。しかし,その価値様式に見あう報酬は不安定である。経済体制内の景気
変動,技術革新という価値基準 (対価)の変動は,絶えず行なわれる。この点から,すでに潜在化
された価値創出能力 (技術)に対する評価は,絶えず低下してゆくことを予想しな けれ ば ならな




















(12), FIoud(1つ, Glass等 (17),Husen(19), sewell(40), SharrOcK(41),Spady 92), SWift
(45),WolfIC(55)等の研究もある。
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1,①LIFlのこ ような教育への志向は, g,a両下位機能において決定されるが, これらが,
直接に教育体制の形式体としてのE(I)と相互交換をすることはむつかしい。E(I)の設定枠,設定形
式に規定される潜在化過程としてのE ILlに,移し換えられるという過程を通る。E ILlは,L IFlの教育
への志向を受容し,その志向が有用性を持つものだということを,情報化したものとみることがで
きる。というのは,E(L)が,価値の潜在化を主機能とし,E(I)が体系化した諸価値様式を,利用レ
1411 既掲 Khckhohn,Barber,Kahl,Riesmein等の指摘がある。即ち, 子どもを,家族集団の末来像と






































262 後藤誠也 :教 育 の 機 会
ゼ. 教育過程――価値様式潜在化への手つづきと規範の設定
◎ 教育の水準維持――新価値様式の水準維持と役割履行の規範の設定







































































































































































能な教育過程の条件を整備することが必要である。成功への効率―EIL1 9は, L IF)に供給すべき,












る。 それが, 教育に対するリスク負担の決定を生み, そのための資金を確保する行為となる。 も























の教育制度の変革によって, しかも, L IFlの教育需要にこたえる形で,中・高等教育の能力産出が
行なわれるようになると,せっかくの資本装備も,単なる可能性ではなく,実質的な収益と関係を
持たない,威信的なものに変っている。威信はなお,経済体制内での余剰分配の特権的な象徴では
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